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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 8月 27日 (2004.8.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 こ の 発 明 は 、 入 力 信 号 の 立 上 り 、 の エ ッ ジ に 呼 応 し て そ れ ぞ れ １ つ づ つ パ ル ス 信
号 を 出 力 す る ワ ン シ ョ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 に 関 す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 【 従 来 の 技 術 】
　 図 １ は 従 来 の ワ ン シ ョ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 で あ る 。 こ の 回 路 は 、 １ つ の 入 力 信 号 を 、 イ
ン バ ー タ １ よ り な る Ａ と 、 イ ン バ ー タ ２ 、 ３ お よ び コ ン デ ン サ ４ よ り な る Ｂ と に
導 き 、 そ れ ら の 通 過 後 の 信 号 を Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト ５ に 入 力 し 、 ま た 、 Ａ の 出 力 信 号 を
、 イ ン バ ー タ ６ よ り な る Ｃ と 、 イ ン バ ー タ ７ 、 ８ お よ び コ ン デ ン サ ９ よ り な る Ｄ
と に 導 き 、 そ れ ら の 通 過 後 の 信 号 を Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト １ ０ に 入 力 し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ は 例 え ば Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト ５ に て オ フ パ ル ス を 出 力 す る に は 、 前 段 階 と し て 、 入 力 が Ｈ
レ ベ ル 時 に Ｂ で の 反 応 が 完 了 し て Ｂ の Ａ Ｎ Ｄ 入 力 (Ｃ 点 )が Ｈ レ ベ ル に な っ て い る
必 要 が あ る 。 (こ の と き 、 Ｄ 点 は Ｌ レ ベ ル で こ の 状 態 で 入 力 が Ｈ レ ベ ル か ら Ｌ レ ベ ル に 切
替 わ る と 、 Ｄ 点 は Ｌ レ ベ ル か ら Ｈ レ ベ ル へ 直 ち に 切 替 わ る が 、 Ｃ 点 は コ ン デ ン サ ４ に よ り
、 Ｈ レ ベ ル へ 上 昇 し て い る 途 中 で Ｌ レ ベ ル へ 変 化 し 始 め て し ま い 、 Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト ５ で は Ｈ
レ ベ ル と 認 識 さ れ な い (し き い 値 に 達 し な い )た め に 端 子 Ｅ に ワ ン シ ョ ッ ト パ ル ス は 出 力 さ
れ な い 。 )
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【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
実 施 形 態 ４
　 図 ８ は 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 を 示 し た ワ ン シ ョ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 で あ り 、 回 路 構 成 は
図 １ に お け る イ ン バ ー タ ２ 、 ３ 、 ７ 、 ８ に 替 え て 、 Ｐ 型 お よ び Ｎ 型 の ト ラ ン ジ ス タ の 対

を 採 用 し て お り 、 そ れ ら の ト ラ ン ジ ス タ 対 に Ｖ p、 Ｖ nを 設 定 (バ ッ
ク ゲ ー ト 効 果 ： Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で は 通 常 、 バ ッ ク グ ラ ン ド と ソ ー ス を シ ョ ー ト と し て
用 い る が 、 ソ ー ス 端 子 が 基 板 電 位 と 電 位 差 を 持 つ と 、 ト ラ ン ジ ス タ の し き い 値 Ｖ thが 定 数
分 上 乗 せ さ れ て く る 現 象 )し て し き い 値 を 設 定 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｖ p、 Ｖ nに を 利 用 す る こ と が 可 能 で 、 又 、 抵 抗 素 子 な ど を 介 し て 電 源 (Ｇ
Ｎ Ｄ )へ 接 続 す る こ と も 可 能 で あ る 。 バ ッ ク ゲ ー ト 効 果 を 利 用 す る こ と で 、 レ イ ア ウ ト 面
積 は ほ ぼ 従 来 の ま ま で 上 述 し た 実 施 形 態 と 同 じ 効 果 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。
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